
（資料）全国銀行協会、大分県銀行協会
（注）1969年以降は6手形交換所（大分、中津、日田、臼杵、津久見、佐伯）の合計。ただし、2013年11月18日付で
県内の6手形交換所（大分、中津、日田、臼杵、津久見、佐伯）が3手形交換所（大分、日田、佐伯）に統合、
かつ手形交換対象地域が拡大したため、2013年10月以前と同11月以降の計数は非連続。

（資料）大分県銀行協会
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手形交換高

04-13年のトレンド線

（億円）

リーマン・ショック

河川調査の様子（大分川）

　今月は、手形交換枚数・手形交換高について取り上げます。
本統計は、手形交換所に持ち込まれた手形・小切手等（現物手
形）の枚数・金額を、各地域の銀行協会（当地では大分県銀行
協会）が集計している業務統計です。全国分は、全国銀行協会
が集計し、原則として毎月22日に公表しています。
　手形交換制度は、主に個人や企業が振り出した現物手形を
金融機関同士が相互に決済するために、複数の金融機関が定
まった時刻及び定まった場所（手形交換所）に集まり、それら
を相互に交換して、その受払差額を計算・決済するものです。
同制度は、各地の銀行協会などにより運営されています。日
本銀行の本支店が直接参加する手形交換所の場合、計算され
た受払差額の決済は、当日12時30分に、各金融機関と各地
の銀行協会の間で、日本銀行当座預金への入金又は引落しを
通じて行われる仕組みとなっています（図表1）。
　現物手形は、裏書譲渡など資金の流動性を高める機能を有
することから、中小企業の資金繰りに寄与する手立てとして
日本の商習慣に深く根付いてきました。そのため、手形交換
枚数・交換高も経済活動の動きを反映する（景気が上昇局面
にある場合は増加し、景気が下方局面にある場合は減少す
る）指標の一つとされてきました。もっとも、現物手形の管理
コストや煩雑な事務作業1を減らす目的で、企業は振込など
に決済方法を変更してきており、近年では手形交換枚数・交
換高は明らかに減少しています。大分県における手形交換枚
数・交換高の推移を見ると、1970年代までは増加傾向を
辿ったあと、交換枚数は1976年、交換高は1983 年をピー
クに趨勢的に減少しており、2013年は枚数・金額ともに
ピーク時の約8割減となっています（図表2）。したがって、本
統計を県内景気の分析に利用する際には、こうした減少トレ

ンドを取り除いてから見る必要があります（図表3）。直近10
年間の大分県の手形交換高の推移を見ると、リーマン・
ショックの際には、トレンド線から下方に乖離し、その後、上
方に復していることが見て取れます。
　最近では、手形交換高の減少を受けて、全国的に手形交換
所の統合が進んでいます2。大分県内にも、かつて13の手形
交換所がありましたが、2013年11月に10交換所（中津、臼
杵、津久見、宇佐、豊後高田、国東、杵築、三重、竹田、玖珠）が大
分手形交換所に統合されて3交換所（大分、佐伯、日田）とな
り、2014年11月には全ての交換所が、大分手形交換所に統
合されました3。
　今後は、電子記録債権4といった現物手形に代わる決済手
段も登場しており、現物手形の交換高・交換枚数は減少し続
けることが予想されます5。

日本銀行　大分支店　総務課　中野 光将 氏
なか の みつまさ

手形交換枚数・手形交換高について

  環境衛生工学研究室

地域水環境の保全と修復

○大分の水道と水源
　平成26年度は、大分市で長期的な水道水の臭気問題が発
生しました。当研究室でも11月に定期観測に付随して実施
した取水地上流の芹川ダムと櫟木ダムの水質調査において、
臭気源である高濃度の2-MIB（2-メチルイソボルネオール）
の観測値を得ています。水源における水質管理と浄水処理に
おける迅速な対応の大切さを痛感しています。

○多自然川づくりと地域づくり
　平成25年度に土木学会環境賞を受賞した、五ヶ瀬川水系
の総合研究グループの一員として得た、河床付着藻類による
一次生産速度に関する研究知見を基に、大分川水系の七瀬川
で河川生態系の定量評価に基づく多自然川づくりの研究を
行っています。また、地域住民による河川環境保全を通じた
地域づくり活動を支援しています。

○下水処理水と干潟・藻場環境
　瀬戸内海については、かつての水質汚濁は改善された反
面、貧栄養による水産資源の劣化が議論されています。有明
海沿岸の一部では、海苔養殖の最盛期である冬季に、下水中
の栄養塩を積極的に放流しています。これは、下水処理水を
資源として利用する試みといえますが、下水道における

WET（全排水毒性）の問題を解決しなければ放流先の沿岸域
（干潟・藻場）に悪影響を及ぼすことになります。当研究室で
は、海苔を用いた毒性試験方法を開発し、下水処理技術の改
善に役立てています。

○ヒ素汚染地下水の浄化
　インドやバングラディシュでは、数千万人の人々が地層由
来のヒ素汚染地下水を飲用し、大きな健康被害が生じていま
す。大分でも温泉や休廃止鉱山由来のヒ素によって、環境基
準を超えるヒ素が一部の河川で検出されています。当研究室
では、客員研究員として迎えた大成博文徳山高専名誉教授に
よるMB（マイクロバブル）技術と、ヒ素高蓄積性植物である
モエジマシダを用いた、ヒ素汚染地下水の浄化装置を開発し
ています。

　当研究室では、水環境に関する地域課題の解決に主眼を置
いて研究を行っています。また、大分高専環境科学技術セン
ターでは、当研究室のみならず、機械・電気・情報・土木・その
他の専門分野の研究室が連携した研究を展開しており、外部
からも客員研究員を積極的に受け入れています。ご興味のあ
る方はお気軽にご連絡ください。

連絡先

研究室・研究グループ紹介研究室・研究グループ紹介研究室・研究グループ紹介研究室・研究グループ紹介

た か  み と お る

　　高見  徹 氏プロフィール

平成 26 年度　研究室メンバー（右端が筆者）

大分工業高等専門学校 都市・環境工学科　環境科学技術センター 准教授

【研究活動】

【中小企業の皆さまへ】

略　歴
1999年3月宮崎大学大学院工学研究科修了（博士（工学））。同年4月大分工業
高等専門学校着任、現在に至る。上下水道の処理技術と処理水の安全性評価
を専門の基礎として、地域水環境の保全と修復（多自然川づくり、干潟・藻場
の保全、汚染地下水の浄化）について研究しています。

〒870-0152
大分市大字牧1666番地　
E-mail：takami@oita-ct.ac.jp

手形交換制度の仕組み

1.手形の搬送・取立等の事務や印紙税の負担、紛失・盗難のリスクなど。
2.全国における銀行協会運営の手形交換所数は、1997年12月末の185か所から2014年

11月末時点で115か所に減少。
3.併せて、交換所のなかった地域の店舗も新たに交換所に加盟しています。
4.債権の発生・譲渡等を電子記録によって行う仕組み。2008年12月に電子記録債権法が

施行され、2013年2月に全国銀行協会が 100％出資する㈱全銀電子債権ネットワーク
（通称：でんさいネット）が電子債権の記録業務を開始しました。

5.例えば、2014年11月中の県内の「でんさいネット」の請求等取扱高（26億円）を見ると、
未だ手形交換高（227億円）の約10分の1の規模に止まっていますが、今後も企業による
電子商取引は着実に拡大していくことが予想されます。

図表1

大分県内の手形交換枚数・交換高の推移図表2

トレンド線との比較図表3

（資料）日本銀行金融研究所「日本銀行の機能と業務」
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